
『経営会計レビュー』執筆要項 

 

I. 執筆フォーム 

1. 論文の構成 

・ ①論文タイトル、執筆者名、論文要旨（150 字程度）、キーワード（5 個〜10 個程度）、②

論文本文（本文文章、図表、注、参考文献リスト）、③謝辞・付記（論文の文字数に含める）。 

・ 提出論文本文は、本文文章、注、参考文献リストの順に記載する。図表を使用するときは、

原則として本文中の適当な箇所にいれる。 

2. ページ数、字数 

・ ワードプロセッサ(Microsoft Wordが望ましい)による横書きで、Ａ４用紙を使用の上、標

準字数（13ページ以内）を原則とする。 

・  図表・注がなければ 1ページは43字×36行に相当する。 

 3．フォントおよび印字ポイント 

区分 サイズ／フォント 例 配置等 

主題 14ポイント/明朝 ― センタリング 

副題 12ポイント/明朝 ― センタリングし、前後―で囲む 

執筆者 10.5ポイント/明朝 ― 右寄せ 

所属 10.5ポイント/明朝 ― 右寄せ 

要旨・キーワード 10.5ポイント/明朝 ― 左寄せ 

本文 10.5ポイント/明朝 ― 左寄せ 

節 12ポイント/ゴシック 3 ・・・・ 左寄せ 

項 10.5 ポイント/ゴシッ

ク 

3.1 ・・・ 左寄せ 

参考文献 9ポイント/明朝 ― 左寄せ 

注 8ポイント/明朝 ― 左寄せ 

英文は Times New Roman フォントとする。 

 

II. 参考文献リストの書き方 

1. 本文中の参考文献の書き方 

・  単著の場合： (Kaplan 1983) (津曲 1977) (Simons 2005, 91; 谷ほか訳 2008, 90) 

・  2 名による場合： (Merchant and Van der Stede 2011) (古川・溝口 1952)， 

・  3 名以上の場合： (Hannan et al. 2013) (加登ほか 2003) 

・  同時に複数文献を引用・参照する場合： 

(Campbell et al. 2008; Jönsson and Lukka 2007; Simons 2005) 著者名 アルファベット順 

(津曲 1972; 古川・溝口 1952) 著者名 50 音順 



・  同一著者の文献を複数引用・参照する場合（出版年順）： 

(Kaplan 1983, 1986) 

(津曲 1972, 1977) 

・  同一著者の同じ発行年の文献には発行日順に a, b, …を付す： 

(松本 1951a, 1951b) 

(Ittner and Larcker 1998a, 1998b) (Banker et al. 2014a, 2014b) 

・  機関の発行する文献を引用・参照する場合： 

(厚生労働省 2014) 

(NCFFR, The Treadway Commission 1987) 

・  特定の文章を引用する場合には，「 」で引用部分を示すとともに著者名，発行年，ページ

を明記する。 

Kaplan (1983) によれば，「・・・」である (Kaplan 1983, 686)。 

津曲 (1972) によると，「・・・」とある (津曲 1972, 20-21)。 

2. 文末の参考文献リストの書き方 

・ 参考文献リストは，本文および注で参照した文献のみを掲載する。なお，新聞記事，ホーム

ページアドレス，法規等は注で示せば参考文献に掲載する必要はない。 

・ 参考文献は，日本語文献，外国語文献の順に記載する。日本語文献は，著者あるいは第一著

者の姓名の 50 音順，外国語文献は，アルファベット順に記載する。 

・ 参考文献リストにおける雑誌論文の記載の仕方は，著者名，発行年，表題，雑誌名，巻， 

号，掲載ページの順とする。日本語文献の場合は，表題に「 」，雑誌名に『 』を付し，外

国語文献の場合には，雑誌名をイタリックにする。 

・ 単行本については，著者名，発行年，表題，発行所の順に記載する。日本語文献では，表題

を『 』書きし，外国語文献では，表題をイタリックにする。なお，副題は「：」でつなげる。 

すなわち，以下のとおり。 
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